
【表紙】

【提出書類】 半期報告書

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成20年11月25日

【中間会計期間】 第15期中（自　平成20年３月１日　至　平成20年８月31日）

【会社名】 株式会社ガリバーインターナショナル

【英訳名】 GULLIVER INTERNATIONAL CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役会長　　羽鳥　兼市

【本店の所在の場所】 東京都千代田区丸の内二丁目７番３号　東京ビルディング

【電話番号】 （03）5208－5503

【事務連絡者氏名】 専務取締役　　村田　育生

【最寄りの連絡場所】 東京都千代田区丸の内二丁目７番３号　東京ビルディング

【電話番号】 （03）5208－5503

【事務連絡者氏名】 専務取締役　　村田　育生

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

株式会社ガリバーインターナショナル

（千葉県浦安市美浜１丁目９番２号 パシフィックマークス新浦安）

EDINET提出書類

株式会社ガリバーインターナショナル(E02892)

半期報告書

 1/63



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）最近３中間連結会計期間及び最近２連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移

回次 第13期中 第14期中 第15期中 第13期 第14期

会計期間
自　平成18年３月１日

至　平成18年８月31日

自　平成19年３月１日

至　平成19年８月31日

自　平成20年３月１日

至　平成20年８月31日

自　平成18年３月１日

至　平成19年２月28日

自　平成19年３月１日

至　平成20年２月29日

売上高 （百万円） 87,999 87,226 91,011 182,166 190,592

経常利益 （百万円） 4,414 4,778 2,901 10,998 8,699

中間（当期）純利益 （百万円） 3,320 2,707 1,042 6,566 4,650

純資産額 （百万円） 16,745 19,764 20,951 19,303 20,769

総資産額 （百万円） 40,381 44,164 58,345 45,947 50,426

１株当たり純資産額 （円） 1,680.60 2,018.80 2,143.32 1,936.38 2,122.06

１株当たり中間（当期）

純利益
（円） 339.56 279.43 108.62 672.19 482.27

潜在株式調整後１株当た

り中間（当期）純利益
（円） 337.56 279.28 ― 669.68 482.15

自己資本比率 （％） 40.6 43.8 35.2 41.2 40.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,564 2,303 △4,121 6,103 1,354

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △3,223 △1,741 △1,644 △5,604 △2,960

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 348 △2,676 4,895 978 177

現金及び現金同等物の中

間期末（期末）残高
（百万円） 3,064 2,927 2,788 4,855 3,639

従業員数

(外、平均臨時雇用者数)
（名）

2,136

(294)

2,133

(360)

2,471

(473)

2,026

(476)

2,468

(417)

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２. 第15期の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため

記載をしておりません。
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(2）提出会社の最近３中間会計期間及び最近２事業年度に係る主要な経営指標等の推移

回次 第13期中 第14期中 第15期中 第13期 第14期

会計期間
自　平成18年３月１日

至　平成18年８月31日

自　平成19年３月１日

至　平成19年８月31日

自　平成20年３月１日

至　平成20年８月31日

自　平成18年３月１日

至　平成19年２月28日

自　平成19年３月１日

至　平成20年２月29日

売上高 （百万円） 80,061 76,442 77,088 166,466 167,219

経常利益 （百万円） 4,273 4,469 2,878 10,509 8,614

中間（当期）純利益 （百万円） 2,272 2,475 1,099 5,645 4,293

資本金 （百万円） 4,157 4,157 4,157 4,157 4,157

発行済株式総数 （千株） 10,688 10,688 10,688 10,688 10,688

純資産額 （百万円） 15,419 18,404 19,631 18,101 19,389

総資産額 （百万円） 35,342 37,717 40,757 40,414 35,378

１株当たり純資産額 （円） 1,581.83 1,917.72 2,045.56 1,850.96 2,020.31

１株当たり中間（当期）

純利益
（円） 232.40 255.50 114.58 577.92 445.27

潜在株式調整後１株当た

り中間（当期）純利益
（円） 231.03 255.36 ― 575.76 445.16

１株当たり中間(年間)配

当額
（円） 81.00 87.00 41.00 174.00 174.00

自己資本比率 （％） 43.6 48.8 48.2 44.8 54.8

従業員数

(外、平均臨時従業員数)
（名）

1,960

(244)

1,914

(264)

2,055

(326)

1,832

(387)

2,097

(353)

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２. 第15期の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため

記載をしておりません。
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２【事業の内容】

(1) 事業内容の重要な変更

 当中間連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。

(2) 主要な関係会社の異動

 重要な関係会社の異動については ３ [関係会社の状況］に記載のとおりであります。

３【関係会社の状況】

 当中間連結会計期間において、重要な変更はありません。
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４【従業員の状況】

(1）連結会社における状況

　 平成20年８月31日現在

事業の種類別セグメントの名称 従業員数（名）

中古車販売事業 1,903
（234）

　

金融事業 164
 ( 64)

　

その他の事業 193
（ 79）

　

全社（共通） 211
 ( 96）

　

合計 2,471
（473）

　

　（注）１．従業員数は就業人員であります。

２．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当中間連結会計期間の平均雇用人員であります。

３．「事業の種類別セグメントの名称」欄の全社（共通）として記載されている従業員数は、特定のセグメント

に区分できない管理部門に所属しているものであります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年８月31日現在

従業員数（名） 2,055（326）

　（注）１．従業員数は就業人員であります。

２．従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当中間会計期間の平均雇用人員であります。

(3）労働組合の状況

　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は良好であります。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

　車の買取と販売を行うガリバー店舗のうち、直営店の店舗数は、301店舗（前中間期末比6店舗純増、前期末比2店舗

純増）となりました。店舗数の増加及び広告宣伝の投下により、直営店における車両販売台数は増加しました。一

方、中古車オークション市場の単価が前期と比べ下落したことに伴い、１台あたりの平均単価は減少しました。

販管費及び一般管理費は、前期において従業員が増加したことに伴い、人件費が増加したほか、広告宣伝費が増加

しました。また、連結子会社の販管費及び一般管理費が増加しました。 　

　当期より、役員退職慰労金及び小売車両の保証修繕費に係る会計処理の方法の変更を行ったことに伴い、役員退職

慰労引当金繰入額及び商品保証引当金繰入額の過年度発生分を特別損失に計上しています。

　以上の結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高91,011百万円（前年同期比4.3％増）、営業利益2,807百万円（前

年同期比40.9％減）、経常利益2,901百万円（前年同期比39.3％減）、中間純利益1,042百万円（前年同期比61.5％減）

となりました。
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　セグメント別の業績は次のとおりであります。

［中古車販売事業］

　前記の通り、直営店における車両販売台数が増加しました。一方、1台あたりの平均単価は、中古車オークション

相場の下落に伴い減少しました。

　結果として、売上高が84,695百万円と前年同期に比べ3,163百万円（3.9％）増、営業利益が4,152百万円と前年同

期に比べ1,823百万円（30.5％）減となりました。

［金融事業］

　金融事業を行う株式会社ジー・ワンファイナンシャルサービスは、オートローンの取り扱いを中心として着実

に事業基盤を拡張し、収益をのばしておりますが、業容の拡大に伴い、販管費及び一般管理費が増加しました。

　結果として、売上高が2,223百万円と前年同期に比べ248百万円（12.6％）増、営業利益が96百万円と前年同期に

比べ119百万円（55.3％）減となりました。

［その他の事業］

　ガリバー加盟店の店舗数が147店舗（前年同期末比11店舗純減、前期末比4店舗純減）となったため、ガリバー加

盟店から得る収益が減少しました。一方陸送事業の収益が増加しました。

結果として、売上高が4,092百万円と前期に比べ373百万円（10.0％）増、営業利益が1,401百万円と前期に比べ99

百万円（7.6％）増となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間のキャッシュ・フローは、財務活動によるキャッシュ・フローがプラスとなる一方、営業活動

及び投資活動によるキャッシュ・フローがマイナスとなり、全体では851百万円のマイナスとなりました。当中間連

結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、2,788百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果支出した現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は4,121百万円（前年同期は2,303百万

円の収入）となりました。

主な内訳は税金等調整前中間純利益2,237百万円、売上債権の増減額△3,971百万円、法人税等の支払額△1,246百

万円等であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は、1,644百万円（前年同期は1,741百万円の支出）となりました。これは主に有形

固定資産の取得に伴う支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、4,895百万円（前年同期は2,676百万円の支出）となりました。これは主に短期

借入金の増加に伴う収入によるものであります。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(1）仕入実績

　当中間連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当中間連結会計期間
自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日 前年同期比（％）

金額（百万円）

中古車販売事業 66,169 3.1

金融事業 240 △59.4

その他の事業 3,403 34.2

合計 69,812 3.7

　（注）上記金額には消費税等は含まれておりません。

(2）販売実績

　当中間連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当中間連結会計期間
自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日 前年同期比（％）

金額（百万円）

中古車販売事業 84,695 3.9

金融事業 2,223 12.6

その他の事業 4,092 10.0

合計 91,011 4.3

　（注）１. 上記金額には消費税等は含まれておりません。

２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合。

相手先
前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

販売高（百万円） 割合（％） 販売高（百万円） 割合（％）

株式会社　ユー・エス・エス 34,868 39.9 31,824 35.0

株式会社　ＨＡＡ神戸 9,458 10.8 7,556 8.3

３【対処すべき課題】

　当中間連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

４【経営上の重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

５【研究開発活動】

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

(1）提出会社

　当中間連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）国内子会社

　当中間連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(3）海外子会社

　当中間連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

(1）重要な設備計画の変更

　当中間連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。

　また、当中間連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

(2）重要な設備計画の完了

　前連結会計年度末に計画していた設備計画のうち、当中間連結会計期間に完了したものは、次のとおりでありま

す。

会社名
事業所名
（所在地）

事業の種類別セグメ
ントの名称

設備の内容
投資額
（百万円）

　提出会社
　中古車販売事業所 　中古車事業 　事業用設備 544

　本社 　全社 　ソフトウェア 29

　（注）１．投資額には、消費税等は含まれておりません。

２．事業用設備の投資額には、移転による新規設置投資額が含まれております。

３．完了年月については、多岐に渡るため記載を省略しております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（平成20年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月25日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 10,688,800 10,688,800
東京証券取引所

（市場第一部）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら限

定のない当社におけ

る標準となる株式

計 10,688,800 10,688,800 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

①　新株予約権

株主総会の特別決議日（平成15年５月21日）

 
中間会計期間末現在

（平成20年８月31日）
提出日の前月末現在

（平成20年10月31日）

新株予約権の数（個） 327（注）１ 326（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ― ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 同左

新株予約権の目的となる株式の数（株） 32,700（注）２ 32,600（注）２

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり12,060（注）３ 同左（注）３

新株予約権の行使期間 平成18年７月１日～平成21年６月30日 同左

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 12,060

資本組入額 6,030
同左

新株予約権の行使の条件

(1）新株予約権者の相続人による新株

予約権の行使は認める。

(2）新株予約権者は、一度の手続におい

て新株予約権の全部又は一部を行

使することができる。ただし、当社

の１単元未満の株式を目的とする

新株予約権の行使は認められな

い。

(3）その他の新株予約権の行使の条件

は、平成15年５月21日開催の第９

期定時株主総会決議に基づき、当

社と対象取締役及び使用人との間

で締結する新株予約権付与契約に

定めるところによる。

(4）当社が消滅会社となる合併契約書

が株主総会で承認されたとき、当

社が完全子会社となる株式交換契

約書承認の議案又は株式移転の議

案につき株主総会で承認されたと

きは、当社は新株予約権を無償で

消却することができる。

(5）新株予約権の行使の条件に該当し

なくなったため、新株予約権者の

保有する新株予約権の全部又は一

部につき、行使できないものが生

じたときは、当社は当該新株予約

権を無償で消却することができ

る。

同左

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには取締役会の

承認を要する。
同左

代用払込みに関する事項  ―  ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  ―  ―

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株であります。

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、当社は次の算式により目的たる株式の数を調整する。ただし、かかる調整は新株予約権の

うち当該時点で行使されていない新株予約権の目的たる株式の数についてのみ行い、調整の結果生じる１株未満の端数を切り捨て

る。

調整後株式数＝調整前株式数×分割又は併合の比率

また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い新株予約権が承継される場合、当社が他社と株式交換を行い完全親会社となる

場合、又は当社が新設分割もしくは吸収分割を行う場合、当社は目的たる株式の数を調整することができる。

３．当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い新株予約権が承継される場合、当社が他社と株式交換を行い完全親会社となる

場合、又は当社が新設分割もしくは吸収分割を行う場合、当社は払込みをすべき金額を調整することができる。
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株主総会の特別決議日（平成16年５月26日）

 
中間会計期間末現在

（平成20年８月31日）
提出日の前月末現在

（平成20年10月31日）

新株予約権の数（個） 1,710（注）１ 1,710（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ― ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 同左

新株予約権の目的となる株式の数（株） 17,100（注）２ 17,100（注）２

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり15,320　（注）３ 同左（注）３

新株予約権の行使期間 平成21年５月１日～平成24年４月30日 同左

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 15,320

資本組入額 7,660
同左

新株予約権の行使の条件

(1）新株予約権者の相続人による新株

予約権の行使は認める。

(2）新株予約権者は、一度の手続におい

て新株予約権の全部又は一部を行

使することができる。ただし、当社

の１単元未満の株式を目的とする

新株予約権の行使は認められな

い。

(3）その他の新株予約権の行使の条件

は、平成16年５月26日開催の第10

期定時株主総会決議に基づき、当

社と対象取締役及び使用人との間

で締結する新株予約権付与契約に

定めるところによる。

(4）当社が消滅会社となる合併契約書

が株主総会で承認されたとき、当

社が完全子会社となる株式交換契

約書承認の議案又は株式移転の議

案につき株主総会で承認されたと

きは、当社は新株予約権を無償で

消却することができる。

(5）新株予約権の行使の条件に該当し

なくなったため、新株予約権者の

保有する新株予約権の全部又は一

部につき、行使できないものが生

じたときは、当社は当該新株予約

権を無償で消却することができ

る。

同左

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには取締役会の

承認を要する。
同左

代用払込みに関する事項 ― ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  ―  ― 

　（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、10株であります。

２．当社が株式分割又は株式併合を行う場合、当社は次の算式により目的たる株式の数を調整する。ただし、かかる調整は新株予約権の

うち当該時点で行使されていない新株予約権の目的たる株式の数についてのみ行い、調整の結果生じる１株未満の端数を切り捨て

る。

調整後株式数＝調整前株式数×分割又は併合の比率

また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い新株予約権が承継される場合、当社が他社と株式交換を行い完全親会社とな

る場合、又は当社が新設分割もしくは吸収分割を行う場合、当社は目的たる株式の数を調整することができる。

３．当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い新株予約権が承継される場合、当社が他社と株式交換を行い完全親会社とな

る場合、又は当社が新設分割もしくは吸収分割を行う場合、当社は払込みをすべき金額を調整することができる。
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（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式総数
残高（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残

高（百万円）

平成20年３月１日～

平成20年８月31日
－ 10,688 － 4,157 － 4,032

（５）【大株主の状況】

　 平成20年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社フォワード 東京都港区元麻布一丁目３番１－2703号 2,800 26.19

羽　鳥　裕　介 東京都港区 846 7.91

羽　鳥　貴　夫 東京都港区 846 7.91

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目９番１号 528 4.94

日本マスタートラスト信託銀

行株式会社（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 514 4.81

ビ－ビ－ エイチ フォ－ 

フィデリティ－ ロ－プライ

ス ストック ファンド（常任

代理人　株式会社三菱東京Ｕ

ＦＪ銀行決済事業部）

40 WATER STREET.BOSTON MA 02109 U.S.

A

 (東京都千代田区二丁目７番１号)

464 4.34

羽　鳥　兼　市 東京都港区 323 3.02

メロン バンク エヌエ－ ト

リ－ティ－ クライアント オ

ムニバス（常任代理人　香港

上海銀行　東京支店）

ONE MELLON BANK CENTER.

PITTSBURGH.PENNSYLVANIA

 (東京都中央区日本橋三丁目11番１号ＨＳ

ＢＣビルディング)

250 2.33

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 173 1.62

資産管理サービス信託銀行株

式会社（証券投資信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番12号 154 1.44

計 － 6,902 64.57

　（注）１．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 514千株

日本トラステイ・サービス信託銀行株式会社

資産管理サービス信託銀行株式会社　

173千株

154千株　

 

２．上記のほか当社所有の自己株式 1,091千株（10.21％）があります。

３．フィデリティ投信株式会社から平成20年７月29日付の大量保有報告書の変更報告書の提出があり、平成20年

　　

　　8月31日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当中間期末現在におけ

 　 る実質株式数の確認ができないので、上記大株主の状況に含めておりません。
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　　　　　　なお大量保有報告書の変更報告の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

フィデリティ投信株式会社　
東京都港区虎ノ門４丁目３番１号城山トラストタワー

　
1,311　 12.27　

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　1,091,720
―

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,596,730 959,520 同上

単元未満株式 普通株式　　　350 ― 同上

発行済株式総数 10,688,800 ― ―

総株主の議決権 ― 959,520 ―

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の「株式数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,530株含まれてお

ります。なお、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数は含まれておりませ

ん。

２．単元未満株式には当社所有の自己株式5株が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年８月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ガリバー

インターナショナ

ル

東京都千代田区丸

の内二丁目７番３

号 東京ビルディ

ング

1,091,720 － 1,091,720 10.21　

計 ― 1,091,720 　－ 1,091,720 10.21　

２【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高（円） 4,110 4,140 3,860 3,610 3,020 2,715

最低（円） 2,770 3,310 3,170 2,805 2,400 2,110

　（注）　最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　中間連結財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について

(1）当社の中間連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成11年大蔵省令第

24号。以下「中間連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前中間連結会計期間（平成19年３月１日から平成19年８月31日まで）は、改正前の中間連結財務諸表規則

に基づき、当中間連結会計期間（平成20年３月１日から平成20年８月31日まで）は、改正後の中間連結財務諸表規

則に基づいて作成しております。

(2）当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。

以下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前中間会計期間（平成19年３月１日から平成19年８月31日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づ

き、当中間会計期間（平成20年３月１日から平成20年８月31日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて

作成しております。 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前中間連結会計期間（平成19年３月１日から平成19年

８月31日まで）の中間連結財務諸表、及び前中間会計期間（平成19年３月１日から平成19年８月31日まで）の中間財

務諸表並びに当中間連結会計期間（平成20年３月１日から平成20年８月31日まで）の中間連結財務諸表、及び当中間

会計期間（平成20年３月１日から平成20年８月31日まで）の中間財務諸表について、優成監査法人により中間監査を

受けております。
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１【中間連結財務諸表等】

（１）【中間連結財務諸表】

①【中間連結貸借対照表】

　 　
前中間連結会計期間末
（平成19年８月31日）

当中間連結会計期間末
（平成20年８月31日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成20年２月29日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部） 　          

Ⅰ　流動資産 　          

１　現金及び預金 　  2,927   3,088   3,639  

２　売掛金 　  12,293   20,204   16,166  

３　たな卸資産 　  5,369   10,634   7,294  

４　繰延税金資産 　  731   586   407  

５　その他 　  3,479   4,529   3,667  

６　貸倒引当金 　  △55   △113   △25  

流動資産合計 　  24,746 56.0  38,929 66.7  31,148 61.8

Ⅱ　固定資産 　          

(1）有形固定資産 ※１          

１　建物及び構築物 　 7,933   8,055   7,848   

２　工具器具備品 　 1,315   1,458   1,420   

３　土地 　 327   327   327   

４　その他 　 129 9,705 22.0 333 10,175 17.4 162 9,758 19.4

(2）無形固定資産 　          

１　ソフトウェア 　 2,092   1,763   1,994   

２　その他 　 159 2,251 5.1 207 1,970 3.4 226 2,220 4.4

(3）投資その他の資産 　          

１　投資有価証券 　 112   50   98   

２　敷金・保証金 　 3,635   3,516   3,404   

３　建設協力金 　 2,852   2,973   3,180   

４　繰延税金資産 　 252   506   465   

５　その他 　 823   487   441   

６　貸倒引当金 　 △216 7,460 16.9 △264 7,269 12.5 △292 7,298 14.4

固定資産合計 　  19,418 44.0  19,415 33.3  19,278 38.2

資産合計 　  44,164 100.0  58,345 100.0  50,426 100.0
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前中間連結会計期間末
（平成19年８月31日）

当中間連結会計期間末
（平成20年８月31日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成20年２月29日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部） 　          

Ⅰ　流動負債 　          

１　買掛金 　  2,414   4,884   3,505  

２　短期借入金 　  10,150   18,853   13,131  

３　未払金 　  2,554   2,063   3,039  

４　未払法人税等 　  1,970   1,476   1,306  

５　預り金 　  461   326   351  

６　賞与引当金 　  743   586   562  

７　商品保証引当金 　  ―   243   ―  

８　その他 　  1,380   3,269   2,182  

流動負債合計 　  19,675 44.6  31,703 54.3  24,078 47.7

Ⅱ　固定負債 　          

１　長期借入金 　  3,500   4,066   4,085  

２　預り保証金 　  845   973   1,021  

３　役員退職慰労引当金 　  ―   399   ―  

４　その他 　  378   251   471  

固定負債合計 　  4,724 10.7  5,690 9.8  5,578 11.1

負債合計 　  24,399 55.3  37,393 64.1  29,657 58.8

    　 （純資産の部）           

Ⅰ　株主資本 　          

１　資本金 　  4,157 9.4  4,157 7.1  4,157 8.3

２　資本剰余金 　  4,032 9.1  4,032 6.9  4,032 8.0

３　利益剰余金 　  21,858 49.5  23,040 39.5  22,833 45.3

４　自己株式 　  △10,678 △24.2  △10,678 △18.3  △10,678 △21.2

株主資本合計 　  19,369 43.8  20,552 35.2  20,344 40.4

Ⅱ　評価・換算差額等 　          

１　その他有価証券評価
差額金

　  8 0.0  △14 △0.0  7 0.0

２　為替換算調整勘定 　  △3 △0.0  32 0.0  13 0.0

評価・換算差額等合計 　  4 0.0  17 0.0  20 0.0

Ⅲ　新株予約権 　  2 0.0  4 0.0  4 0.0

Ⅳ　少数株主持分 　  387 0.9  376 0.7  400 0.8

純資産合計 　  19,764 44.7  20,951 35.9  20,769 41.2

負債純資産合計 　  44,164 100.0  58,345 100.0  50,426 100.0
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②【中間連結損益計算書】

　 　
前中間連結会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 　  87,226 100.0  91,011 100.0  190,592 100.0

Ⅱ　売上原価 　  66,453 76.2  70,157 77.1  147,032 77.1

売上総利益 　  20,772 23.8  20,853 22.9  43,559 22.9

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※１  16,020 18.4  18,045 19.8  34,860 18.3

営業利益 　  4,752 5.4  2,807 3.1  8,698 4.6

Ⅳ　営業外収益 　          

１　受取利息 　 3   9   5   

２　受取配当金 　 4   0   17   

３　受取手数料 　 2   2   4   

４　受取補償金 　 15   ―   15   

５　為替差益 　 ―   74   ―   

６　その他 　 75 101 0.1 113 200 0.2 265 307 0.2

Ⅴ　営業外費用 　          

１　支払利息 　 53   82   140   

２　貸倒引当金繰入額 　 ―   ―   27   

３　その他 　 21 75 0.1 25 107 0.1 138 306 0.2

経常利益 　  4,778 5.4  2,901 3.2  8,699 4.6

Ⅵ　特別利益 　          

１　保険契約解約返戻金 　 20   ―   20   

２　貸倒引当金戻入益 　 1   ―   ―   

３　固定資産売却益 　 ―   ―   15   

４　前期損益修正益 　 ―   ―   92   

５　保険差益 　 6   13   －   

６　投資有価証券売却益 　 12   ―   －   

７　その他 　 6 47 0.1 ― 13 0.0 17 146 0.1

Ⅶ　特別損失 　          

１　固定資産除却損 ※２ 168   92   330   

２　過年度役員退職慰労引
当金繰入額

　 ―   376   ―   

３　過年度商品保証引当金
繰入額

　 ―   185   ―   

４　その他 　 ― 168 0.2 23 677 0.7 19 350 0.2

税金等調整前中間（当
期）純利益

　  4,657 5.3  2,237 2.5  8,495 4.5

法人税、住民税及び事
業税

　 1,903   1,416   3,669   

法人税等調整額 　 13 1,916 2.2 △203 1,212 1.3 126 3,796 2.0

少数株主利益又は少数
株主損失（△）

　  34 0.0  △17 △0.0  49 0.0

中間（当期）純利益 　  2,707 3.1  1,042 1.2  4,650 2.5
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③【中間連結株主資本等変動計算書】

前中間連結会計期間（自　平成19年３月１日　至　平成19年８月31日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

 平成19年２月28日 残高　(百万円) 4,157 4,032 20,283 △9,540 18,932

 中間連結会計期間中の変動額      

 剰余金の配当   △909  △909

 中間純利益   2,707  2,707

 自己株式の取得    △1,320 △1,320

 自己株式の処分   △126 182 56

連結範囲の変更に伴う利益剰余金

減少高 
  △174  △174

連結範囲の変更に伴う利益剰余金

増加高 
  78  78

 株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額
― ― ― ― ―

 中間連結会計期間中の変動額合計

                        (百万円)
― ― 1,574 △1,137 437

 平成19年８月31日 残高　(百万円) 4,157 4,032 21,858 △10,678 19,369

 

評価・換算差額等

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

評価・換算

差額等合計

 平成19年２月28日 残高  (百万円) 6 △2 3 1 366 19,303

 中間連結会計期間中の変動額       

 剰余金の配当      △909

 中間純利益      2,707

 自己株式の取得      △1,320

 自己株式の処分      56

連結範囲の変更に伴う利益剰余金

減少高  
     △174

連結範囲の変更に伴う利益剰余金

増加高  
     78

 株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額
1 △0 0 1 21 23

 中間連結会計期間中の変動額合計

　　　　　　　　　　　 (百万円)
1 △0 0 1 21 461

 平成19年８月31日 残高  (百万円) 8 △3 4 2 387 19,764

当中間連結会計期間（自　平成20年３月１日　至　平成20年８月31日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

 平成20年２月29日 残高　(百万円) 4,157 4,032 22,833 △10,678 20,344

 中間連結会計期間中の変動額      

 剰余金の配当   △834  △834

 中間純利益   1,042  1,042

 自己株式の取得    0 0

 株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額
― ― ― ― ―

 中間連結会計期間中の変動額合計

                        (百万円)
― ― 207 0 207
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株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

 平成20年８月31日 残高　(百万円) 4,157 4,032 23,040 △10,678 20,552

 

評価・換算差額等

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

評価・換算

差額等合計

 平成20年２月29日 残高  (百万円) 7 13 20 4 400 20,769

 中間連結会計期間中の変動額       

 剰余金の配当      △834

 中間純利益      1,042

 自己株式の取得      0

 株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額
△22 18 △3 0 △23 △26

 中間連結会計期間中の変動額合計

　　　　　　　　　　　 (百万円)
△22 18 △3 0 △23 181

 平成20年８月31日 残高  (百万円) △14 32 17 4 376 20,951

前連結会計年度の連結株主資本等変動計算書（自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

 平成19年２月28日 残高　(百万円) 4,157 4,032 20,283 △9,540 18,932

 連結会計年度中の変動額      

 剰余金の配当   △1,744  △1,744

 当期純利益   4,650  4,650

 自己株式の取得    △1,320 △1,320

 自己株式の処分   △126 182 56

連結範囲の変更に伴う利益剰余
金減少高

  △309  △309

連結範囲の変更に伴う利益剰余
金増加高

  78  78

 株主資本以外の項目の連結会計

年度中の変動額
― ― ― ― ―

 連結会計年度中の変動額合計

                        (百万円)
― ― 2,549 △1,137 1,411

 平成20年２月29日 残高　(百万円) 4,157 4,032 22,833 △10,678 20,344

 

評価・換算差額等

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

評価・換算

差額等合計

 平成19年２月28日 残高  (百万円) 6 △2 3 1 366 19,303

 連結会計年度中の変動額       

 剰余金の配当      △1,744

 当期純利益      4,650

 自己株式の取得      △1,320

 自己株式の処分      56

連結範囲の変更に伴う利益剰余
金減少高

     △309

連結範囲の変更に伴う利益剰余
金増加高

     78

 株主資本以外の項目の連結会計

年度中の変動額
1 15 17 3 33 53
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評価・換算差額等

新株予約権 少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

評価・換算

差額等合計

 連結会計年度中の変動額合計

 　　　　　　　　　    (百万円)
1 15 17 3 33 1,465

 平成20年２月29日 残高  (百万円) 7 13 20 4 400 20,769
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④【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

　 　
前中間連結会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
 （自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

区分 注記
番号 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー 　    

税金等調整前中間（当期）純利益 　 4,657 2,237 8,495

減価償却費 　 1,069 1,113 2,342

賞与引当金の増加額 　 290 23 109

貸倒引当金の増加額 　 127 59 174

保険引当金の減少額 　 △20 ― ―

商品保証引当金の増加額 　 ― 243 ―

役員退職慰労引当金の増加額 　 ― 399 ―

受取利息及び受取配当金 　 △8 △10 △5

支払利息 　 53 82 140

固定資産売却益 　 ― ― △15

固定資産除却損 　 168 71 330

のれん償却額 　 1 ― ―

役員賞与の支払額 　 △73 ― ―

売上債権の減少額（△増加額） 　 1,459 △3,971 △2,267

たな卸資産の減少額（△増加額） 　 △701 △3,340 △2,588

仕入債務の増加額（△減少額） 　 △982 1,334 169

営業貸付金の減少額（△増加額） 　 △411 △177 △601

未払消費税等の増加額（△減少額） 　 △133 4 △89

その他 　 △323 △872 508

小計 　 5,173 △2,803 6,705

利息及び配当金の受取額 　 8 10 5

利息の支払額 　 △53 △82 △140

法人税等の支払額 　 △2,825 △1,246 △5,214

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 2,303 △4,121 1,354

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー 　    

　　　 定期預金の預入による支出 　 ― △300 ―

有形固定資産の取得による支出 　 △838 △1,416 △1,946

有形固定資産の売却による収入 　 ― 192 116

無形固定資産の取得による支出 　 △476 △165 △824

関係会社株式取得による支出 　 ― △50 △0

貸付けによる支出 　 △225 △1 △3

貸付金の回収による収入 　 10 1 3

敷金・保証金等の増減額 　 △210 95 △305

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 △1,741 △1,644 △2,960

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 　    

短期借入金の純増減額 　 △3,440 5,761 △471

長期借入金返済による支出 　 △50 △125 △986

長期借入れによる収入 　 3,000 100 4,661

自己株式の取得による支出 　 △1,320 △0 △1,320

自己株式の売却による収入 　 56 ― 56

配当金の支払額 　 △909 △834 △1,744

少数株主に対する配当金の支払額 　 △5 △5 △5

少数株主への払戻による支出 　 △6 ― △10

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 △2,676 4,895 177

Ⅳ  現金及び現金同等物に係る換算差額 　 ― 18 6
Ⅴ　現金及び現金同等物の増加額（△減少額） 　 △2,114 △851 △1,421
Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 　 4,855 3,639 4,855
Ⅶ　連結範囲変更に伴う現金及び現金同等物の増
加額 　 186 ― 205

Ⅷ　現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 ※１ 2,927 2,788 3,639
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前中間連結会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

１　連結の範囲に関する事

項

(1）連結子会社の数　９社
株式会社ジー・ワンファイナン

シャルサービス

ジーケア共済会

Gulliver Europe Ltd.
株式会社ジー・トレーディング

株式会社ジー・バス販売 

Samurai Motors Co.
G-Trading Rus LLC
株式会社ハコボー 

株式会社テイクオフ 

　

　

　

　(1）連結子会社の数　13社
株式会社ジー・ワンファイナン

シャルサービス

ジーケア共済会　

Gulliver Europe Ltd.
株式会社ジー・ワンクレジット

サービス

株式会社ジー・トレーディング

株式会社ジー・バス販売

Samurai Motors Co.
G-Trading Rus LLC
株式会社ジー・レンタル

株式会社ハコボー

株式会社テイクオフ 

Gulliver USA Inc.
Gulliver EAST Inc.

(1）連結子会社の数　13社
株式会社ジー・ワンファイナン

シャルサービス

ジーケア共済会　

Gulliver Europe Ltd.
株式会社ジー・ワンクレジット

サービス

株式会社ジー・トレーディング

株式会社ジー・バス販売

Samurai Motors Co.
G-Trading Rus LLC
株式会社ジー・レンタル

株式会社ハコボー

株式会社テイクオフ

Gulliver USA Inc.　
Gulliver EAST Inc.　
 

 

 

 　　　(連結範囲の変更） 
　上記のうち、ジーケア共済会

は、当中間連結会計期間におい

て重要性が増したため、連結の

範囲に含んでおります。　

　また、株式会社カーブロスは、

当中間連結会計期間において

重要性が減少したため、連結の

範囲から除いております。　

　

　

　

　(連結範囲の変更） 
　上記のうち、ジーケア共済会及び

Gulliver USA Inc.並びに
Gulliver EAST Inc.は当連結会計年度
より重要性が増したため、連結範囲

に含んでおります。株式会社ジー・

レンタルは当連結事業年度に新たに

株式を取得し、また株式会社ジー・

ワンクレジットサービスについて

は、当連結会計年度において新規設

立したことから、連結の範囲に含ん

でおります。しかし、株式会社カーブ

ロスは当連結会計年度より重要性が

減少したため、連結範囲から除いて

おります。

　

 (2）主な非連結子会社名　
Gulliver USA Inc.　
株式会社カーブロス 　

　(2）主な非連結子会社名　
株式会社カーブロス 　

株式会社ジー・ワンインシュ

アランスサービス

概誉企業管理諮詢（上海）有

限公司 

　(2）主な非連結子会社名　
　株式会社カーブロス 　

  株式会社ジー・ワンインシュ

  アランスサービス

　 　 　 　

 連結範囲から除いた理由

　非連結子会社Gulliver USA Inc.
及び株式会社カーブロスは、小

規模であり、合計の総資産、売上

高、中間純損益、及び利益剰余金

（持分に見合う額）等は、いず

れも中間連結財務諸表に重要な

影響を及ぼしていないためであ

ります。

連結範囲から除いた理由

　株式会社カーブロス及び株式

会社ジー・ワンインシュアラン

スサービス、並びに概誉企業管

理諮詢（上海）有限公司は、小

規模であり、合計の総資産、売上

高、中間純利益及び利益剰余金

（持分に見合う額)等は、いずれ
も中間連結財務諸表に重要な影

響を及ぼしていないためであり

ます。

連結範囲から除いた理由

　株式会社カーブロス及び株式会

社ジー・ワンインシュアランス

サービスは、小規模であり、合計

の総資産、売上高、当期純利益及

び利益剰余金（持分に見合う額)
等は、いずれも連結財務諸表に重

要な影響を及ぼしていないため

であります

２　持分法の適用に関する

事項

持分法を適用しない非連結子会社及

び関連会社の名称

UG Powers株式会社  
株式会社カーブロス 

　　　Gulliver USA Inc.

持分法を適用しない非連結子会社及

び関連会社の名称

UG Powers株式会社 
株式会社カーブロス 

　　　株式会社ジー・ワンインシュ　　　

 　　 アランスサービス

      概誉企業管理諮詢(上海）有　
　　　

　　　限公司

持分法を適用しない非連結子会社及び

関連会社の名称

UG Powers株式会社 
株式会社カーブロス

株式会社ジー・ワンインシュア

ランスサービス　  

 持分法を適用しない理由

　持分法非適用会社は、中間純損益及

び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微

であり、かつ全体としても重要性が

ないため、持分法の適用から除外し

ております。

持分法を適用しない理由

同左

持分法を適用しない理由

　持分法非適用会社は、当期純損益及

び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微

であり、かつ全体としても重要性がな

いため、持分法の適用から除外してお

ります。
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項目
前中間連結会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

３　連結子会社の（中間）
決算日等に関する事項

連結子会社のうち、中間決算日が
中間連結決算日（８月31日）と異な
る連結子会社は以下のとおりです。 
（中間決算日が６月30日の会社）

Gulliver Europe Ltd. 
Samurai Motors Co. 
G-Trading RUS LLC 
上記に記載した３社は中間決算日
の差異が３ヶ月を超えないので、当
該子会社の中間決算財務諸表を基礎
として連結しております。中間連結
決算日との間に生じた重要な取引に
ついては、連結上必要な調整を行っ
ております。 

連結子会社のうち、中間決算日が
中間連結決算日（８月31日）と異な
る連結子会社は以下のとおりです。 

同左

　連結子会社のうち、決算日が連結決
算日（２月末日）と異なる連結子会
社は以下のとおりです。
　　
（決算日が12月31日の会社）　　
　　Gulliver Europe Ltd
　　Samurai Motors Co.
　　G-Trading RUS LLC
　上記に記載した３社は決算日の差異
が３ヶ月を超えないので、当該子会社
の決算財務諸表を基礎として連結し
ております。連結決算日との間に生じ
た重要な取引については、連結上必要
な調整を行っております。

４　会計処理基準に関する
事項

　 　 　

(1）重要な資産の評価基
準及び評価方法

①　有価証券
イ　満期保有目的の債券
償却原価法（定額法）

①　有価証券
イ　満期保有目的の債券

同左

①　有価証券
イ　満期保有目的の債券

同左

 ロ　その他有価証券
時価のあるもの
　中間決算日の市場価格等に
基づく時価法（評価差額は、
全部純資産直入法により処理
し、売却原価は移動平均法に
より算定）

ロ　その他有価証券
時価のあるもの

同左

ロ　その他有価証券
時価のあるもの
　決算日の市場価格等に基づく
時価法（評価差額は、全部純資
産直入法により処理し、売却原
価は移動平均法により算定）

 時価のないもの
移動平均法による原価法

時価のないもの
同左

時価のないもの
同左

 ハ　子会社株式
移動平均法による原価法

ハ　子会社株式
同左

ハ　子会社株式
同左

 ②　デリバティブ
時価法

②　デリバティブ
同左

②　デリバティブ
同左

 ③　たな卸資産
イ　商品
車両　　個別法による原価法

③　たな卸資産
イ　商品
車両

同左

③　たな卸資産
イ　商品
車両

同左

 その他　先入先出法による原価
法

その他
同左

その他
同左

 ロ　貯蔵品
　最終仕入原価法

ロ　貯蔵品
同左

ロ　貯蔵品
同左

(2）重要な減価償却資産
の減価償却の方法

①　有形固定資産
　定率法によっております。
　ただし、平成10年４月１日以降に
取得した建物（附属設備を除く）
については、定額法を採用してお
ります。なお、耐用年数は以下のと
おりです。
建物及び構築物　15～20年

①　有形固定資産
同左

①　有形固定資産
同左

　 　―――――― 
　
　
　

　（追加情報）
　法人税法の改正に伴い、平成19年３
月31日以前に取得した有形固定資産
については、改正前の法人税法に基づ
く減価償却の方法の適用により、取得
価額の５％に到達した連結会計年度
の翌連結会計年度より取得価額の
５％相当額と備忘価額との差額を５
年間にわたり均等償却し、減価償却費
に含めて表示しております。なおこの
変更による営業利益、経常利益及び税
金等調整前中間純利益に与える影響
は軽微であります。

　―――――― 
　

 ②　無形固定資産
　定額法によっております。ただ
し、自社利用のソフトウェアにつ
いては、社内における利用可能期
間（５年）に基づく定額法によっ
ております。

②　無形固定資産
同左

②　無形固定資産
同左

 ③　長期前払費用
　定額法によっております。

③　長期前払費用
同左

③　長期前払費用
同左

(3）重要な繰延資産の処
理方法

株式交付費
支出時に全額費用処理しており
ます。　

株式交付費
同左

株式交付費
同左
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項目
前中間連結会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

(4）重要な引当金の計上
基準

①　貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備え

るため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可

能性を検討し、回収不能見込額を

計上しております。

①　貸倒引当金

同左

①　貸倒引当金

同左

 ②　賞与引当金

　従業員の賞与の支給に備えるた

め、支給見込額に基づき計上して

おります。

②　賞与引当金

同左

②　賞与引当金

同左

 ③　役員賞与引当金

―――――― 

③　役員賞与引当金

―――――― 

③　役員賞与引当金

役員の賞与の支給に備えるため、

支給見込額に基づき計上しておりま

す。

 ④　　　　―――――― 

　

④ 役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に備えて役

員退職慰労金規程に基づく中間連結

会計期間末要支給額を計上しており

ます。

④　　　　　―――――― 

　

 　

　

　（会計方針の変更）

　役員退職慰労金は従来支出時の費用

として処理をしておりましたが

『「監査第一委員会報告第42号「租
税特別措置法上の引当金又は準備

金」に関する監査上の取扱い」の改

正について』（日本公認会計士協会　

平成19年4月13日公表）を適用し、平
成21年2月期より役員退職慰労金規程
に基づく中間連結会計期間末要支給

額を役員退職慰労引当金として計上

することといたしました。

　この結果、従来と同一の基準を採用

した場合と比較して、営業利益及び経

常利益が23百万減少し、税金等調整前
中間純利益は399百万円減少しており
ます。

　

　

 ⑤　　　　―――――― 　

　

⑤　商品保証引当金

　保証付車両の修繕による支出に備え

る為、保証期間に係る保証見積もり額

を過去の実績に基づき計上しており

ます。

⑤　　　　―――――― 　　

　

 　

　

　（会計方針の変更）

　保証付車両の修繕は従来保証修繕発

生時に費用計上しておりましたが、

『「監査第一委員会報告第42号「租
税特別措置法上の引当金又は準備

金」に関する監査上の取扱い」の改

正について』（公認会計士協会　平成

19年4月13日公表）を適用し、平成21
年2月期より将来の保証修繕見込額を
商品保証引当金として計上すること

といたしました。

　その結果、従来と同一の基準を採用

した場合と比較して、営業利益及び計

上利益が58百万減少し、税金等調整前
中間純利益は243百万円減少しており
ます。

　

　

(5）中間の連結財務諸表
の作成の基礎となっ

た連結会社の中間財

務諸表の作成に当

たって採用した重要

な外貨建の資産また

は負債の本邦通貨へ

の換算基準

　外貨建金銭債権債務は中間連結決算

日の直物為替相場により円貨に換算

し、換算差額は損益として処理してお

ります。なお在外子会社等の資産及び

負債は、中間決算日の直物為替相場に

より円貨に換算し、収益及び費用は期

中平均相場により円貨に換算し、換算

差額は純資産の部の少数株主持分及

び為替換算調整勘定に含めておりま

す。

同左 　外貨建金銭債権債務は連結決算日の

直物為替相場により円貨に換算し、換

算差額は損益として処理しておりま

す。なお在外子会社等の資産及び負債

は、決算日の直物為替相場により円貨

に換算し、収益及び費用は期中平均相

場により円貨に換算し、換算差額は純

資産の部の少数株主持分及び為替換算

調整勘定に含めております。
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項目
前中間連結会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

(6）重要なリース取引の
処理方法　

　リース物件の所有権が借主に移転

すると認められたもの以外のファイ

ナンス・リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じた

会計処理によっております。

同左　 同左　

(7）重要なヘッジ会計の
方法

①　ヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジ処理によっておりま

す。ただし、特例処理を満たす金利

スワップ取引については、特例処

理を採用しております。

①　ヘッジ会計の方法

同左

　

①　ヘッジ会計の方法

同左

　

 ②　ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段…金利スワップ

ヘッジ対象…借入金の利息

②　ヘッジ手段とヘッジ対象

同左

　

②　ヘッジ手段とヘッジ対象

同左

　

 ③　ヘッジ方針

　金利スワップ取引は借入金の変

動金利のリスクヘッジを目的とし

て行っており、対象債務の範囲内

でヘッジを行っております。

③　ヘッジ方針

同左

　

 

 

 

③　ヘッジ方針

同左

　

 

 

 

 ④　ヘッジ有効性評価の方法

　ヘッジ対象の相場変動又は

キャッシュ・フロー変動の累計と

ヘッジ手段の相場変動又はキャッ

シュ・フロー変動の累計を比較

し、その変動比率によって有効性

を評価しております。ただし、特例

処理によっている金利スワップ取

引については、有効性の評価を省

略しております。

④　ヘッジ有効性評価の方法

同左

　

　

④　ヘッジ有効性評価の方法

同左

　

　

(8）その他（中間）連結
財務諸表作成のため

の重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は、税抜方式に

よっております。

　なお、仮払消費税等と仮受消費税等

は相殺の上、流動負債の「その他」に

含めて表示しております。

消費税等の会計処理

同左

消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は、税抜方式に

よっております。

５　（中間）連結キャッ

シュ・フロー計算書に

おける資金の範囲

　手許現金、随時引出可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ、価値の

変動について僅少なリスクしか負わ

ない取得日から３ヶ月以内に償還期

限の到来する短期投資からなってお

ります。

同左 同左
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前中間連結会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

当中間連結会計期間より、法人税法の改正

((所得税法等の一部を改正する法律 平成19年

３月30日 法律第６号）及び（法人税法施行

令の一部を改正する政令 平成19年３月30日 

政令第83号))に伴い、平成19年４月１日以降に

取得した有形固定資産の減価償却につきまし

ては、改正後の法人税法に基づく方法に変更

しております。

　これによる営業利益、経常利益及び税金等調

整前中間純利益に与える影響は軽微でありま

す。 

　　　　　　　――――――

　

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

当連結会計年度より、法人税法の改正((所得

税法等の一部を改正する法律 平成19年３月

30日 法律第６号）及び（法人税法施行令の

一部を改正する政令 平成19年３月30日 政令

第83号))に伴い、平成19年４月１日以降に取得

した有形固定資産の減価償却につきまして

は、改正後の法人税法に基づく方法に変更し

ております。

　これによる営業利益、経常利益及び税金等調

整前純利益に与える影響は軽微であります。 

表示方法の変更

前中間連結会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

―――――― （中間連結損益計算書）

　前中間連結会計期間において為替差益は営業外収益の「その他」に含

めて表示しておりましたが、営業外収益の100分の10超となったため、当

中間連結会計期間より区分掲記しております。なお、前中間連結会計期

間における為替差益の金額は４百万円であります。
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注記事項

（中間連結貸借対照表関係）

前中間連結会計期間末
（平成19年８月31日）

当中間連結会計期間末
（平成20年８月31日）

前連結会計年度末
（平成20年２月29日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

          4,116百万円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

5,175百万円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

             4,574百万円

（中間連結損益計算書関係）

前中間連結会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

※１　販売費及び一般管理費の主な内訳は次

のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費の主な内訳は次

のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費の主な内訳は次

のとおりであります。

広告宣伝費 2,292百万円

業務委託料 902　

給料手当 4,042　

賞与 215　

賞与引当金繰入額 721　

減価償却費 1,069　

地代家賃 2,337　

広告宣伝費 2,496百万円

業務委託料 954　

給料手当 4,889　

賞与 57　

賞与引当金繰入額　 908　

役員退職慰労引当金

繰入額　

23　

貸倒引当金繰入　 69　

減価償却費 1,113　

地代家賃 2,554　

広告宣伝費 5,557百万円

業務委託料 1,934　

給料手当 8,659　

賞与 1,294　

賞与引当金繰入額 573　

役員賞与引当金繰入

額　　

63　

減価償却費 2,342　

地代家賃 4,881　

※２　固定資産除却損の内訳は次のとおりで

あります。

※２　固定資産除却損の内訳は次のとおりで

あります。

※２　固定資産除却損の内訳は次のとおりで

あります。

建物及び構築物 61百万円

工具器具備品 9　

ソフトウェア 65　

長期前払費用 0　

原状回復費用 24　

その他 7　

計 　 168　

建物及び構築物 5百万円

工具器具備品 8　

ソフトウェア 8　

長期前払費用 32　

原状回復費用 37　

その他 2　

計 92　　

建物及び構築物 224百万円

工具器具備品 22　

ソフトウェア 24　

長期前払費用 0　

原状回復費用 57　

その他 1　

計 330　　
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（中間連結株主資本等変動計算書関係）

前中間連結会計期間（自　平成19年３月１日　至　平成19年８月31日）

発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前連結会計年度末株式数

（千株）

当中間連結会計期間増加

株式数（千株）

当中間連結会計期間減少

株式数（千株）

当中間連結会計期間末株

式数（千株）

発行済株式     

普通株式 10,688 ― ― 10,688

合計 10,688 ― ― 10,688

自己株式（注）1.2     

普通株式 909 200 17 1,091

合計 909 200 17 1,091

（注）１．自己株式の増加は取締役会決議に基づく取得（200千株）によるものであります。

　　　２．自己株式の減少は新株予約権の行使（17千株）によるものであります。

新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳

当中間連結会

計期間末残高

（百万円）

連結子会社
ストック・オプションとしての新株

予約権
2

合計 2

配当に関する事項 

配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日

平成19年５月23日

定時株主総会
普通株式 909 93 平成19年２月28日 平成19年５月24日

基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間連結会計期間末後となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日

平成19年10月17日

取締役会
普通株式 834  利益剰余金 87 平成19年８月31日 平成19年11月13日

当中間連結会計期間（自　平成20年３月１日　至　平成20年８月31日）

発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前連結会計年度末株式数

（千株）

当中間連結会計期間増加

株式数（千株）

当中間連結会計期間減少

株式数（千株）

当中間連結会計期間末株

式数（千株）

発行済株式     

普通株式 10,688 ― ― 10,688

合計 10,688 ― ― 10,688

自己株式     

普通株式（注）1 1,091 0 ― 1,091

合計 1,091 0 ― 1,091

（注）１．自己株式の増加は、単元未満株式の買取によるものであります。

新株予約権及び自己新株予約権に関する事項
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区分 新株予約権の内訳

当中間連結会

計期間末残高

（百万円）

連結子会社
ストック・オプションとしての新株

予約権
4

合計 4

配当に関する事項 

配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日

平成20年５月28日

定時株主総会
普通株式 834 87 平成20年２月29日 平成20年５月29日

基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間連結会計期間末後となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日

平成20年10月17日

取締役会
普通株式 393  利益剰余金 41 平成20年８月31日 平成20年11月13日

前連結会計年度（自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日）

発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前連結会計年度末株式数

（千株）

当連結会計年度増加株式

数（千株）

当連結会計年度減少株式

数（千株）

当連結会計年度末株式数

（千株）

発行済株式     

普通株式 10,688 ― ― 10,688

合計 10,688 ― ― 10,688

自己株式     

普通株式（注）1.2 909 200 17 1,091

合計 909 200 17 1,091

（注）１．自己株式の増加は取締役会決議に基づく取得（200千株）によるものであります。

　　　２．自己株式の減少は新株予約権の行使（17千株）によるものであります。

新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳

当連結会計

年度末残高

（百万円）

連結子会社
ストック・オプションとしての新株

予約権
4

合計 4

配当に関する事項 

配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当額

（円）
基準日 効力発生日

平成19年５月23日
定時株主総会

普通株式 909 93 平成19年２月28日 平成19年５月24日

平成19年10月17日
取締役会

普通株式 834 87 平成19年８月31日 平成19年11月13日

基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
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（決議）
株式の種類

配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日

平成20年5月28日

定時株主総会
普通株式 834  利益剰余金 87 平成20年２月29日 平成20年５月29日

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間連結会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

※１ 現金及び現金同等物の中間期末残高と

中間連結貸借対照表に掲記されている科目

の金額との関係

現金及び預金勘定 2,927 百万円

現金及び現金同等物    2,927 　

※１ 現金及び現金同等物の中間期末残高と

中間連結貸借対照表に掲記されている科目

の金額との関係

現金及び預金勘定      3,088 百万円

預入期間が３ヶ月を

超える定期預金　

△300 百万円

現金及び現金同等物 2,788 　

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額と

の関係

現金及び預金勘定  3,639 百万円

　 　 　

現金及び現金同等物      3,639 　
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（リース取引関係）

前中間連結会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

Ⅰ　リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

Ⅰ　リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

Ⅰ　リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び期末残高相当額

　
取得価額
相当額
（百万円）

減価償却
累計額相
当額
（百万円）

中間期末
残高相当
額
（百万円）

建物及
び構築
物

14 1 12

工具器
具備品

242 125 117

ソフト
ウェア

75 41 33

計 332 168 163

　
取得価額
相当額
（百万円）

減価償却
累計額相
当額
（百万円）

中間期末
残高相当
額
（百万円）

建物及
び構築
物

14 4 10

工具器
具備品

1,109 210 984

ソフト
ウェア

75 41 33

計 1,284 256 1,028

　
取得価額
相当額
（百万円）

減価償却
累計額相
当額
（百万円）

期末残高
相当額
 
（百万円）

建物及
び構築
物

14 3 11

工具器
具備品

1,109 89 1,019

ソフト
ウェア

75 49 25

計 1,199 141 1,057

(2）未経過リース料中間期末残高相当額 (2）未経過リース料中間期末残高相当額 (2）未経過リース料期末残高相当額

一年内 57百万円

一年超 114　

合計 171　

一年内 198百万円

一年超 824　

合計 1,023　

一年内 189百万円

一年超 873　

合計 1,062　

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額

支払リース料 56百万円

減価償却費相当額 54　

支払利息相当額 2　

支払リース料 123百万円

減価償却費相当額 106　

支払利息相当額 20　

支払リース料 113百万円

減価償却費相当額 103　

支払利息相当額 6　

(4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額

相当額との差額を利息相当額とし、各期

への配分方法については、利息法によっ

ております。

  (5）利息相当額の算定方法

              同左

　

(5）利息相当額の算定方法

同左

　

Ⅱ　オペレーティング・リース

　　　　　　―――――― 

　

Ⅱ　オペレーティング・リース

　　未経過リース料

 

一年内 33百万円

一年超 74　

合計 108　

　

Ⅱ　オペレーティング・リース

　　　　　　―――――― 
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（有価証券関係）

前中間連結会計期間末（平成19年８月31日）

１　時価のある有価証券

区分 取得原価（百万円）
中間連結貸借対照表計上
額（百万円）

差額（百万円）

その他有価証券    

①　株式 66 75 9

②　債券 ― ― ―

③　その他 7 11 4

計 73 87 13

 ２　時価評価されていない主な有価証券

内容 中間連結貸借対照表計上額（百万円）

(1) その他有価証券  

①　非上場株式 12

②　公社債投資信託 ―

③　その他 13

(2) 子会社株式及び関連会社株式 108

計 133

当中間連結会計期間末（平成20年８月31日）

１　時価のある有価証券

区分 取得原価（百万円）
中間連結貸借対照表計上
額（百万円）

差額（百万円）

その他有価証券    

①　株式 66 43 △22

②　債券 ― ― ―

③　その他 7 5 △2

計 73 48 △24

 ２　時価評価されていない主な有価証券

内容 中間連結貸借対照表計上額（百万円）

(1)その他有価証券  

①　非上場株式 ―

②　公社債投資信託 ―

③　その他 1

(2)子会社株式及び関連会社株式 55

計 56

前連結会計年度末（平成20年２月29日）
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１　時価のある有価証券

区分 取得原価（百万円）
連結貸借対照表計上額

 （百万円）
差額（百万円）

その他有価証券    

①　株式 66 79 13

②　債券 ― ― ―

③　その他 7 7 △0

計 73 86 13

２　時価評価されていない主な有価証券

内容 連結貸借対照表計上額（百万円）

 その他有価証券  

①　非上場株式（店頭売買株式を除く） ―

②　公社債投資信託 ―

③　その他 11

計 11
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（デリバティブ取引関係）

前中間連結会計期間末（平成19年８月31日）

当社グループが行っているデリバティブ取引は、すべてヘッジ会計を適用されているため記載の対象から除

いております。 

当中間連結会計期間末（平成20年８月31日）

当社グループが行っているデリバティブ取引は、すべてヘッジ会計を適用されているため記載の対象から除

いております。 

前連結会計年度末（平成20年２月29日）

当社グループが行っているデリバティブ取引は、すべてヘッジ会計を適用されているため記載の対象から除

いております。
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（ストック・オプション等関係）

前中間連結会計期間（自　平成19年３月１日　至　平成19年８月31日）

ストック・オプションに係る当中間連結会計期間における費用計上額及び科目名

販売費及び一般管理費　１百万円 

当中間連結会計期間（自　平成20年３月１日　至　平成20年８月31日）

ストック・オプションに係る当中間連結会計期間における費用計上額及び科目名

販売費及び一般管理費　0百万円 

前連結会計年度（自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日）

１．ストック・オプションに係る当連結会計年度における費用計上額及び科目名

販売費及び一般管理費　３百万円

２．ストック・オプションの内容

会社名 提出会社 提出会社　 提出会社
㈱ジー・トレーディン

グ

年度 平成14年　 平成16年　 平成17年 平成18年

付与対象者の区分及び数 当社従業員　168名 当社従業員　169名 当社従業員　37名

取締役　　　　２名

執行役員　　　３名

従業員　　　　14名

子会社取締役　２名

ストック・オプション数 普通株式　247,100株 普通株式　45,900株 普通株式　22,600株 普通株式　800株

付与日 平成14年４月３日 平成16年４月27日 平成17年５月23日 平成18年11月１日

権利確定条件 （注）　 　（注） （注） （注）

対象勤務期間
平成14年４月３日～

平成16年６月30日　

平成16年４月27日～

平成18年６月30日 

平成17年５月23日～

平成21年４月30日 

平成18年11月１日～

平成20年５月31日

権利行使期間
平成16年７月１日～

平成19年６月30日　

平成18年７月１日～

平成21年６月30日 　

平成21年５月１日～

平成24年４月30日 

平成20年６月１日～

平成22年５月31日 

（注）　付与日以降権利確定日までの間、継続して当社従業員、関係会社の取締役及び執行役員並びに従業員であることを

要する。但し、任期満了による退任、定年退職その他取締役会が認めた場合はこの限りでない。 

その他の条件は、新株予約権発行の取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割り当てを受けた者との間で締

結する「新株予約権付与契約」で定めるところによります。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前中間連結会計期間（自　平成19年３月１日　至　平成19年８月31日）

　
中古車販売
事業

（百万円）

金融事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 81,532 1,975 3,719 87,226 ― 87,226

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
438 283 1,177 1,899 (1,899) ―

計 81,970 2,258 4,896 89,125 (1,899) 87,226

営業費用 75,994 2,043 3,593 81,631 842 82,474

営業利益 5,975 215 1,302 7,494 (2,741) 4,752

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、売上集計区分によっております。

２．各事業区分に属する主要な商品又は役務の名称

事業区分 主要商品又は役務の名称

中古車販売事業 当社直営店等における中古自動車の買い取り及び販売

金融事業 
連結子会社の株式会社ジー・ワンファイナンシャルサービスにお

いて、オートローンの取り扱い等の金融事業における役務の提供 

その他の事業
車の買取と販売を行う「ガリバー」及び「画像販売システム」

設置店の運営に係るフランチャイズ事業における役務の提供

３．「消去又は全社」の項目に含めた金額及び主な内容

　 前中間連結会計期間 主な内容

消去又は全社の項目に含めた配賦

不能営業費用の金額
　　 2,741百万円 親会社の本社管理部門に係る費用

　

当中間連結会計期間（自　平成20年３月１日　至　平成20年８月31日）

　
中古車販売
事業

（百万円）

金融事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 84,695 2,223 4,092 91,011 ― 91,011

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
751 705 1,525 2,981 (2,981) ―

計 85,447 2,928 5,617 93,992 (2,981) 91,011

営業費用 81,294 2,832 4,215 88,342 (139) 88,203

営業利益 4,152 96 1,401 5,650 (2,842) 2,807

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、売上集計区分によっております。

２．各事業区分に属する主要な商品又は役務の名称

事業区分 主要商品又は役務の名称

中古車販売事業 当社直営店等における中古自動車の買い取り及び販売

金融事業 
連結子会社の株式会社ジー・ワンファイナンシャルサービスにお

いて、オートローンの取り扱い等の金融事業における役務の提供 

その他の事業
車の買取と販売を行う「ガリバー」及び「画像販売システム」

設置店の運営に係るフランチャイズ事業における役務の提供
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３．「消去又は全社」の項目に含めた金額及び主な内容

　 当中間連結会計期間 主な内容

消去又は全社の項目に含めた配賦

不能営業費用の金額
　　 　2,842百万円 親会社の本社管理部門に係る費用

　

前連結会計年度（自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日）

　
中古車販売
事業

（百万円）

金融事業
（百万円）

その他の
事業

（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 178,455 4,503 7,632 190,592 ― 190,592

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
987 623 2,908 4,518 (4,518) ―

計 179,443 5,126 10,540 195,111 (4,518) 190,592

営業費用 168,048 4,980 7,840 180,869 1,024 181,893

営業利益 11,394 146 2,700 14,241 (5,543) 8,698

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、売上集計区分によっております。

２．各事業区分に属する主要な商品又は役務の名称

事業区分 主要商品又は役務の名称

中古車販売事業 当社直営店等における中古自動車の買い取り及び販売

金融事業 
連結子会社の株式会社ジー・ワンファイナンシャルサービスにお

いて、オートローンの取り扱い等の金融事業における役務の提供 

その他の事業
車の買取と販売を行う「ガリバー」及び「画像販売システム」設

置店の運営に係るフランチャイズ事業における役務の提供

３．「消去又は全社」の項目に含めた金額及び主な内容

 当連結会計年度 主な内容

消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業

費用の金額
　5,543百万円 親会社の本社管理部門に係る費用

【所在地別セグメント情報】

　前中間連結会計期間、当中間連結会計期間及び前連結会計年度において、本邦以外の国又は地域に所在する連結

子会社が存在しますが、全セグメントの売上高の合計に占める本邦の割合が90％を超えるため、所在地別セグメ

ント情報の記載を省略しております。

【海外売上高】

　前中間連結会計期間、当中間連結会計期間及び前連結会計年度における海外売上高が、連結売上高の10％未満の

ため、記載を省略しております。

EDINET提出書類

株式会社ガリバーインターナショナル(E02892)

半期報告書

38/63



（１株当たり情報）

前中間連結会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前連結会計年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

１株当たり純資産額 2,018円80銭

１株当たり中間純利益   279円43銭

潜在株式調整後１株当

たり中間純利益
  279円28銭

１株当たり純資産額 2,143円32銭

１株当たり中間純利益  108円62銭

　なお、潜在株式調整

間純利益額については

有している潜在株式が

め記載しておりません

後１当たり中

希薄化効果を

存在しないた

。

１株当たり純資産額 2,122円06銭

１株当たり当期純利益   482円27銭

潜在株式調整後１株当

たり当期純利益
   482円15銭

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益の算定上の基礎

項目
前中間連結会計期間

(自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日)

前連結会計年度
(自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日)

１株当たり中間（当期）純利益金額    

中間連結損益計算書上の中間（当期）

純利益金額（百万円）
2,707 1,042 4,650

普通株式に係る中間（当期）純利益

（百万円）
2,707 1,042 4,650

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,687 9,597 9,642

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）

純利益
   

潜在株式調整後１株当たり中間（当

期）純利益の算定に用いられた普通株

式増加数の主要な内訳（千株）

   

新株予約権 5 ― 2

普通株式増加数（千株） 5 ― 2

希薄化効果を有しないため、潜在株式

調整後１株当たり中間（当期）純利益

の算定に含まれなかった潜在株式の概

要

新株予約権２種類(新株

予約権による潜在株式

の数55千株) 

新株予約権２種類(新株

予約権による潜在株式

の数49千株) 

新株予約権２種類(新株

予約権による潜在株式

の数52千株) 
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（重要な後発事象）

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

────── (自己株式の取得)

　当社は、平成20年10月17日開催の取締

役会において、会社法第165条第３項の

規定により読み替えて適用される同法

156条の規定に基づき、自己株式を取得

することを決議し、自己株式の取得を

以下のとおり実施いたしました。その

概要は次のとおりであります。

(1）自己株式の取得を行う理由

    経営環境の変化に対応した機動的

  な資本政策の遂行を可能とするため

(2）取得の内容

　①取得する株式の種類

　　普通株式

　②取得する株式の総数

　　500,000株を上限とする。

　③取得価額の総額

　　1,000百万円を上限とする。

　④株式の取得期間

　　平成20年10月20日から平成20年11

  月20日

　⑤取得方法

　　東京証券取引所における市場買付

────── 

　  

（重要な子会社の解散)

　当社の子会社である株式会社ジー・

ワンファイナンシャルサービスは、平

成20年10月17日開催の取締役会におい

て、同社の子会社であるジーケア共済

会を解散することを決議いたしまし

た。

(1）解散の理由

   ジーケア共済会は、特定保険業者

　として共済保障事業等の展開を目的　

　に設立されましたが、平成20年10月

　31日をもって全保障契約の責任期間

　が満了することに伴い、関東財務局

　に対し廃業申請を行い、解散するこ

　とにいたしました。　　　　　　　
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前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

　 (2）当該子会社の概要

　①事業内容　特定保険業者として

　　　　　　　の共済事業等　　　

　②名称　　　ジーケア共済会

　③当社の持分

　　比率　　　100％

　④子会社の　中間純利益240百万円

　　状況　　　純資産額　133百万円

　　　　　　　総資産額　371百万円

　　　　　（平成20年８月31日現在）

　⑤当該子会社　当該子会社解散によ

　　解散による　る損失発生見込額は

　　損失見込額　現時点では不確定で

　　および営業　あります。また、当

　　活動等への　該子会社解散が今後

　　影響　　　　の営業活動等に及ぼ

　　　　　　　　す影響は軽微であり

　　　　　　　　ます。

(3）解散の日程

　平成20年11月28日　解散予定

　

　

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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２【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

　 　
前中間会計期間末
（平成19年８月31日）

当中間会計期間末
（平成20年８月31日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成20年２月29日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部） 　          

Ⅰ　流動資産 　          

１　現金及び預金 　 1,583   1,396   2,004   

２　売掛金 　 3,918   4,714   5,125   

３　たな卸資産 　 3,471   5,869   4,001   

４　繰延税金資産 　 692   458   344   

５　その他 　 1,651   1,411   1,122   

６　貸倒引当金 　 △87   △6   △7   

流動資産合計 　  11,229 29.8  13,845 34.0  12,592 35.6

Ⅱ　固定資産 　          

(1）有形固定資産 ※１          

１　建物及び構築物 　 7,799   7,810   7,595   

２　工具器具備品 　 1,183   986   1,055   

３　土地 　 327   327   327   

４　その他 　 109   272   124   

有形固定資産合計 　 9,418  25.0 9,397  23.1 9,103  25.7

(2）無形固定資産 　          

１　ソフトウェア 　 1,914   1,450   1,673   

２　その他 　 140   159   170   

無形固定資産合計 　 2,055  5.4 1,610  3.9 1,845  5.2

(3）投資その他の資産 　          

１　投資有価証券 　 100   50   98   

２　関係会社株式 　 2,061   2,163   2,267   

３　関係会社長期貸付金 ※２ 6,500   7,406   3,116   

４　敷金・保証金 　 3,404   3,101   3,035   

５　建設協力金 　 2,852   2,973   3,180   

６　繰延税金資産 　 91   282   238   

７　その他 　 203   118   157   

８　貸倒引当金 　 △199   △191   △257   

投資その他の資産合計 　 15,013  39.8 15,905  39.0 11,837  33.5

固定資産合計 　  26,487 70.2  26,912 66.0  22,785 64.4

資産合計 　  37,717 100.0  40,757 100.0  35,378 100.0
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前中間会計期間末
（平成19年８月31日）

当中間会計期間末
（平成20年８月31日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成20年２月29日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部） 　          

Ⅰ　流動負債 　          

１　買掛金 　 2,036   2,495   2,217   

２　短期借入金 　 7,500   9,033   5,300   

３　未払金 　 1,834   1,045   1,185   

４　未払法人税等 　 1,843   1,224   1,122   

５　前受金 　 299   349   266   

６　預り金 　 428   287   322   

７　賞与引当金 　 691   506   473   

８　商品保証引当金　 　 ―   232   ―   

９　その他 　 832   1,570   1,155   

流動負債合計 　  15,466 41.0  16,744 41.1  12,043 34.0

Ⅱ　固定負債 　          

１　長期借入金 　 3,000   3,166   3,100   

２　預り保証金 　 845   815   844   

３　役員退職慰労引当金 　 ―   399   ―   

固定負債合計 　  3,845 10.2  4,381 10.7  3,944 11.2

負債合計 　  19,312 51.2  21,126 51.8  15,988 45.2

　　　　（純資産の部） 　          

Ⅰ　株主資本 　          

１　資本金 　  4,157 11.0  4,157 10.2  4,157 11.8

２　資本剰余金 　          

(1）資本準備金 　 4,032   4,032   4,032   

資本剰余金合計 　  4,032 10.7  4,032 9.9  4,032 11.4

３　利益剰余金 　          

(1）利益準備金 　 39   39   39   

(2）その他利益剰余金 　          

繰越利益剰余金 　 20,845   22,094   21,830   

利益剰余金合計 　  20,884 55.4  22,134 54.3  21,869 61.8

４　自己株式 　  △10,678 △28.3  △10,678 △26.2  △10,678 △30.2

株主資本合計 　  18,396 48.8  19,646 48.2  19,381 54.8

Ⅱ　評価・換算差額等 　          

１　その他有価証券評価差額金 　  8 0.0  △14 △0.0  7 0.0

評価・換算差額等合計 　  8 0.0  △14 △0.0  7 0.0

純資産合計 　  18,404 48.8  19,631 48.2  19,389 54.8

負債純資産合計 　  37,717 100.0  40,757 100.0  35,378 100.0
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②【中間損益計算書】

　 　
前中間会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 　  76,442 100.0  77,088 100.0  167,219 100.0

Ⅱ　売上原価 　  57,632 75.4  58,687 76.1  128,303 76.7

売上総利益 　  18,809 24.6  18,400 23.9  38,915 23.3

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※３  14,384 18.8  15,581 20.2  30,456 18.2

営業利益 　  4,425 5.8  2,819 3.7  8,459 5.1

Ⅳ　営業外収益 ※１  128 0.2  114 0.1  356 0.2

Ⅴ　営業外費用 ※２  84 0.1  55 0.1  201 0.1

経常利益 　  4,469 5.9  2,878 3.7  8,614 5.2

Ⅵ　特別利益 　  20 0.0  80 0.1  20 0.0

Ⅶ　特別損失 ※４  298 0.4  830 1.1  898 0.5

税引前中間（当期）
純利益

　  4,191 5.5  2,128 2.7  7,735 4.7

法人税、住民税及び
事業税

　 1,782   1,172   3,307   

法人税等調整額 　 △66 1,715 2.2 △143 1,028 1.3 135 3,442 2.0

中間（当期）純利益 　  2,475 3.3  1,099 1.4  4,293 2.7
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自平成19年３月１日　至平成19年８月31日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合

計資本準備金

資本

剰余金

合計

利益準備金

その他利益剰余

金 利益剰余金

合計
繰越利益剰余金

 平成19年２月28日 残高   (百万円) 4,157 4,032 4,032 39 19,406 19,445 △9,540 18,094

 中間会計期間中の変動額         

 剰余金の配当     △909 △909  △909

 中間純利益     2,475 2,475  2,475

 自己株式の取得       △1,320 △1,320

 自己株式の処分     △126 △126 182 56

 株主資本以外の項目の中間会計期

間中の変動額
― ― ― ― ― ― ― ―

 中間会計期間中の変動額合計　

　　　　　　　　　      (百万円)
― ― ― ― 1,439 1,439 △1,137 301

 平成19年８月31日 残高   (百万円) 4,157 4,032 4,032 39 20,845 20,884 △10,678 18,396

 

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券評価

差額金

評価・換算

差額等合計

 平成19年２月28日 残高  (百万円) 6 6 18,101

 中間会計期間中の変動額    

 剰余金の配当   △909

 中間純利益   2,475

 自己株式の取得   △1,320

 自己株式の処分   56

 株主資本以外の項目の中間会計

期間中の変動額
1 1 1

 中間会計期間中の変動額合計

                       (百万円)
1 1 303

 平成19年８月31日 残高　(百万円) 8 8 18,404

当中間会計期間（自平成20年３月１日　至平成20年８月31日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合

計資本準備金

資本

剰余金

合計

利益準備金

その他利益剰余

金 利益剰余金

合計
繰越利益剰余金

 平成20年２月29日 残高   (百万円) 4,157 4,032 4,032 39 21,830 21,869 △10,678 19,381

 中間会計期間中の変動額         

 剰余金の配当     △834 △834  △834

 中間純利益     1,099 1,099  1,099

 自己株式の取得       0 0

 株主資本以外の項目の中間会計期

間中の変動額
― ― ― ― ― ― ― ―

 中間会計期間中の変動額合計　

　　　　　　　　　      (百万円)
― ― ― ― 264 264 0 264

 平成20年８月31日 残高   (百万円) 4,157 4,032 4,032 39 22,094 22,134 △10,678 19,646
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評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券評価

差額金

評価・換算

差額等合計

 平成20年２月29日 残高  (百万円) 7 7 19,389

 中間会計期間中の変動額    

 剰余金の配当   △834

 中間純利益   1,099

 自己株式の取得   0

 株主資本以外の項目の中間会計

期間中の変動額
△22 △22 △22

 中間会計期間中の変動額合計

                       (百万円)
△22 △22 242

 平成20年８月31日 残高　(百万円) △14 △14 19,631

前事業年度の株主資本等変動計算書（自平成19年３月１日　至平成20年２月29日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合

計資本準備金

資本

剰余金

合計

利益準備金

その他利益剰余

金 利益剰余金

合計
繰越利益剰余金

 平成19年２月28日 残高   (百万円) 4,157 4,032 4,032 39 19,406 19,445 △9,540 18,094

 事業年度中の変動額         

 剰余金の配当     △1,744 △1,744  △1,744

 当期純利益     4,293 4,293  4,293

 自己株式の取得       △1,320 △1,320

 自己株式の処分     △126 △126 182 56

 株主資本以外の項目の事業年度中

の変動額
― ― ― ― ― ― ― ―

 事業年度中の変動額合計　

　　　　　　　　　      (百万円)
― ― ― ― 2,423 2,423 △1,137 1,286

 平成20年２月29日 残高   (百万円) 4,157 4,032 4,032 39 21,830 21,869 △10,678 19,381

 

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券評価

差額金

評価・換算

差額等合計

 平成19年２月28日 残高  (百万円) 6 6 18,101

 事業年度中の変動額    

 剰余金の配当   △1,744

 当期純利益   4,293

 自己株式の取得   △1,320

 自己株式の処分   56

 株主資本以外の項目の事業年度

中の変動額
1 1 1

 事業年度中の変動額合計

                       (百万円)
1 1 1,287

 平成20年２月29日 残高　(百万円) 7 7 19,389
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項

項目

前中間会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間

（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度

（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

１　資産の評価基準及び評価方法

　

(1）有価証券
満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）

(1）有価証券
満期保有目的の債券

同左

(1）有価証券
満期保有目的の債券

同左

　

　

子会社株式及び関連会社

株式

移動平均法による原価法

子会社株式及び関連会社

株式

同左

子会社株式及び関連会社

株式

同左

　

　

　

その他有価証券

時価のあるもの

中間決算日の市場価格

等に基づく時価法（評価

差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は

移動平均法により算定）

その他有価証券

時価のあるもの

同左

その他有価証券

時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基

づく時価法（評価差額は

全部純資産直入法により

処理し、売却原価は移動平

均法により算定）

　

　

時価のないもの

移動平均法による原価

法

時価のないもの

同左

時価のないもの

同左

　

　

　

(2）たな卸資産
商品

車両　  個別法による原価

法

(2）たな卸資産
商品

車両

同左

(2）たな卸資産
商品

車両

同左

　 その他　先入先出法による

原価法

その他

同左

その他

同左

　

　

貯蔵品

　最終仕入原価法

貯蔵品

同左

貯蔵品

同左

２　固定資産の減価償却の方法

　

(1）有形固定資産
　定率法によっております。

　ただし、平成10年４月１日以
降に取得した建物（附属設備

を除く）については、定額法を

採用しております。

　なお、主な耐用年数は以下の

とおりです。

建物及び構築物　15～20年
　

(1）有形固定資産
同左

　

(1）有形固定資産
同左

　

　

         ―――――― 

　

（追加情報）

　法人税法の改正に伴い、平成19年
３月31日以前に取得した有形固定
資産については、改正前の法人税

法に基づく減価償却の方法の適用

により、取得価額の５％に到達し

た事業年度の翌事業年度より取得

価額の５％相当額と備忘価額との

差額を５年間にわたり均等償却

し、減価償却費に含めて表示して

おります。なおこの変更による営

業利益、経常利益及び税引前中間

純利益に与える影響は軽微であり

ます　

　　　　　―――――― 

　

　

　

(2）無形固定資産　
　定額法によっております。た

だし、自社利用のソフトウェア

については、社内における利用

可能期間（５年）に基づく定

額法によっております　

(2) 無形固定資産
同左　

　(2）無形固定資産
同左　

　

　

(3）長期前払費用
　定額法によっております。

(3）長期前払費用
同左

(3）長期前払費用
同左

３　繰延資産の処理方法

　

株式交付費

　支出時に全額費用処理しており

ます。

株式交付費

同左

株式交付費

同左

４　引当金の計上基準

　

(1）貸倒引当金
　債権の貸倒れによる損失に備

えるため、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個

別に回収可能性を検討し、回収

不能見込額を計上しておりま

す。

(1）貸倒引当金
同左

(1）貸倒引当金
同左
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項目

前中間会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間

（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度

（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

　

　

(2）賞与引当金
　従業員の賞与の支給に備える

ため、支給見込額に基づき計上

しております。

(2）賞与引当金
同左

(2）賞与引当金
同左

　

　

(3）役員賞与引当金 
　―――――― 　

(3）役員賞与引当金 
　―――――― 　

(3）役員賞与引当金 
役員の賞与の支給に備える

ため、支給見込額に基づき計上

しております。

　

　

(4)　     ―――――― 　
　

(4) 役員退職慰労引当金　
　役員の退職慰労金の支出に備え

て役員退職慰労金規程に基づく中

間会計期間末要支給額を計上して

おります。

(4)       ―――――― 
　

　

　

　

　

　（会計方針の変更）

　役員退職慰労金は従来支出時の

費用として処理をしておりました

が『「監査第一委員会報告第42号
「租税特別措置法上の引当金又は

準備金」に関する監査上の取扱

い」の改正について』（日本公認

会計士協会　平成19年4月13日公
表）を適用し、平成21年2月期より
役員退職慰労金規程に基づく中間

会計期間末要支給額を役員退職慰

労引当金として計上することとい

たしました。

　この結果、従来と同一の基準を採

用した場合と比較して、営業利益

及び経常利益が23百万減少し、税
引前中間純利益は399百万円減少
しております。

　

　

　

　

(5)　     ――――――
　

（5）商品保証引当金
　保証付車両の修繕による支出に

備える為、保証期間に係る保証見

積もり額を過去の実績に基づき計

上しております。

　(5)　   ―――――― 
　

　

　

　

　

　（会計方針の変更）

　保証付車両の修繕は従来保証修

繕発生時に費用計上しておりまし

たが、『「監査第一委員会報告第

42号「租税特別措置法上の引当金
又は準備金」に関する監査上の取

扱い」の改正について』（公認会

計士協会　平成19年4月13日公表）
を適用し、平成21年2月期より将来
の保証修繕見込額を商品保証引当

金として計上することといたしま

した。

　その結果、従来と同一の基準を採

用した場合と比較して、営業利益

及び経常利益が47百万減少し、税
引前中間純利益は232百万円減少
しております。
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項目

前中間会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間

（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度

（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

５　リース取引の処理方法 　リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引につ

いては、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によって

おります。

同左 同左

６　その他（中間）財務諸表作成

のための基本となる重要な事

項

消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は、税抜方

式によっております。

　なお、仮払消費税等と仮受消費

税等は相殺の上、流動負債の「そ

の他」に含めて表示しておりま

す。

消費税等の会計処理

同左

消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は、税抜

方式によっております。

中間財務諸表作成の為の基本となる重要な事項の変更

前中間会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間

（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度

（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

当中間会計期間より、法人税法の改正((所得

税法等の一部を改正する法律 平成19年３月30

日 法律第６号）及び（法人税法施行令の一部

を改正する政令 平成19年３月30日 政令第83

号))に伴い、平成19年４月１日以降に取得した

有形固定資産の減価償却につきましては、改正

後の法人税法に基づく方法に変更しておりま

す。

　これによる営業利益、経常利益及び税引前中

間純利益に与える影響は軽微であります。 

――――――  （有形固定資産の減価償却方法の変更） 

当事業年度より、法人税法の改正((所得税

法等の一部を改正する法律 平成19年３月30

日 法律第６号）及び（法人税法施行令の一

部を改正する政令 平成19年３月30日 政令

第83号))に伴い、平成19年４月１日以降に取

得した有形固定資産の減価償却につきまし

ては、改正後の法人税法に基づく方法に変更

しております。

　これによる営業利益、経常利益及び税引前

当期純利益に与える影響は軽微であります。
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注記事項

（中間貸借対照表関係）

前中間会計期間末
（平成19年８月31日）

当中間会計期間末
（平成20年８月31日）

前事業年度末
（平成20年２月29日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

          4,072百万円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

             4,958 百万円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

              4,466 百万円

※２　貸出極度額の総額及び貸出実行残高

  当社は、グループ内の効率的な資金調達

及び運用を行うため、子会社及び関連会社

への資金提供を行っております。当該業務

における貸出極度額の総額及び貸出実行残

高は以下のとおりです。

貸出極度額の総額   8,500百万円

貸出実行残高   6,500百万円

差引額   1,999百万円

  なお、上記業務においては、各社の財政状

態と資金繰りを勘案し資金提供を行ってお

り、必ずしも全額が貸出実行されるもので

はありません。

※２　貸出極度額の総額及び貸出実行残高

  当社は、グループ内の効率的な資金調達

及び運用を行うため、子会社及び関連会社

への資金提供を行っております。当該業務

における貸出極度額の総額及び貸出実行残

高は以下のとおりです。

貸出極度額の総額    16,200百万円

貸出実行残高     7,406百万円

差引額     8,794百万円

  なお、上記業務においては、各社の財政状

態と資金繰りを勘案し資金提供を行ってお

り、必ずしも全額が貸出実行されるもので

はありません。

※２　貸出極度額の総額及び貸出実行残高

  当社は、グループ内の効率的な資金調達

及び運用を行うため、子会社及び関連会社

への資金提供を行っております。当該業務

における貸出極度額の総額及び貸出実行残

高は以下のとおりです。

貸出極度額の総額    11,200百万円

貸出実行残高     3,116百万円

差引額      8,083百万円

  なお、上記業務においては、各社の財政状

態と資金繰りを勘案し資金提供を行ってお

り、必ずしも全額が貸出実行されるもので

はありません。

　３　偶発債務

　――――――  

　

　３　偶発債務

　債務保証

保証先 金額（百万円） 内容

　㈱ジー・ワン

ファイナンシャル

サービス

5,000 借入債務　

　計 5,000 ―

　３　偶発債務

　債務保証

保証先 金額（百万円） 内容

　㈱ジー・ワン

ファイナンシャル

サービス

5,000 借入債務　

　計 5,000 ―
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（中間損益計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

※１　営業外収益の主要項目 ※１　営業外収益の主要項目 ※１　営業外収益の主要項目

受取利息  37百万円 受取利息    34百万円 受取利息      70百万円

※２　営業外費用の主要項目 ※２　営業外費用の主要項目 ※２　営業外費用の主要項目

支払利息   35百万円 支払利息     48百万円 支払利息      98百万円

※３　減価償却実施額 ※３　減価償却実施額 ※３　減価償却実施額

有形固定資産       679百万円

無形固定資産       337百万円

有形固定資産     634百万円

無形固定資産       338百万円

有形固定資産      1,941百万円

無形固定資産        695百万円

※４　特別損失

 　　　　　　　――――――

※４　特別損失

過年度役員退職慰労

引当金繰入額

    376百万円

※４　特別損失

　　　　　　　――――――
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　平成19年３月１日　至　平成19年８月31日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式数

（千株）

当中間会計期間

増加株式数（千株）

当中間会計期間

減少株式数（千株）

当中間会計期間末株式数

（千株）

普通株式 909 200 17 1,091

合計 909 200 17 1,091

（注）１．自己株式の増加は取締役会決議に基づく取得（200千株）によるものであります。

　　　２．自己株式の減少は新株予約権の行使（17千株）によるものであります。

当中間会計期間（自　平成20年３月１日　至　平成20年８月31日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式数

（千株）

当中間会計期間

増加株式数（千株）

当中間会計期間

減少株式数（千株）

当中間会計期間末株式数

（千株）

普通株式 1,091 0 ― 1,091

合計 1,091 0 ― 1,091

（注）１．自己株式の増加は、単元未満株式の買取によるものであります。

前事業年度（自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末株式数

（千株）

当事業年度

増加株式数（千株）

当事業年度

減少株式数（千株）

当事業年度末株式数

（千株）

普通株式 909 200 17 1,091

合計 909 200 17 1,091

（注）１．自己株式の増加は取締役会決議に基づく取得（200千株）によるものであります。

　　　２．自己株式の減少は新株予約権の行使（17千株）によるものであります。
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（リース取引関係）

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

Ⅰ　リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

Ⅰ　リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

Ⅰ　リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び期末残高相当額

　
取得価額
相当額
（百万円）

減価償却
累計額相
当額
（百万円）

中間期末
残高相当
額
（百万円）

工具器
具備品

127 97 29

ソフト
ウェア

14 9 5

計 141 106 34

　
取得価額
相当額
（百万円）

減価償却
累計額相
当額
（百万円）

中間期末
残高相当
額
（百万円）

工具器
具備品

59 49 10

ソフト
ウェア

14 13 0

計 74 62 11

　
取得価額
相当額
（百万円）

減価償却
累計額相
当額
（百万円）

期末残高
相当額
 
（百万円）

工具器
具備品

59 40 19

ソフト
ウェア

14 10 3

計 74 51 22

(2）未経過リース料中間期末残高相当額 (2）未経過リース料中間期末残高相当額 (2）未経過リース料期末残高相当額

一年内 22百万円

一年超 18　

合計 40　

一年内 9百万円

一年超 4　

合計 13　

一年内 14百万円

一年超 10　

合計 25　

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額

支払リース料 40百万円

減価償却費相当額 38　

支払利息相当額 0　

支払リース料 12百万円

減価償却費相当額 11　

支払利息相当額 0　

支払リース料 56百万円

減価償却費相当額 49　

支払利息相当額 1　

(4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額

相当額との差額を利息相当額とし、各期

への配分方法については、利息法によっ

ております。

(5）利息相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

同左
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（有価証券関係）

（前中間会計期間末　平成19年８月31日）

　子会社株式で時価のあるもの

 
中間貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

子会社株式 53 803 750

関連会社株式 ― ― ―

合計 53 803 750

（当中間会計期間末　平成20年８月31日）

　子会社株式で時価のあるもの

 
中間貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

子会社株式 53 762 709

関連会社株式 ― ― ―

合計 53 762 709

（前事業年度末　平成20年２月29日）

　子会社株式で時価のあるもの

 
貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

子会社株式 53 1,012 959

関連会社株式 ― ― ―

合計 53 1,012 959
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（１株当たり情報）

前中間会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間

（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度

（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

１株当たり純資産額  1,917円72銭

１株当たり中間純利益 255円50銭

潜在株式調整後１株当たり

中間純利益
255円36銭

１株当たり純資産額   2,045円 56銭

１株当たり中間純利益   114 円58銭

　なお、潜在株式調整後１

利益金額については希薄化

る潜在株式が存在しないた

ません。

株当たり中間純

効果を有してい

め記載しており

 

１株当たり純資産額   2,020円 31銭

１株当たり当期純利益    445円 27銭

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益
  445円16銭

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益の算定上の基礎

項目

前中間会計期間

(自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日)

当中間会計期間

(自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日)

前事業年度

(自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日)

１株当たり中間（当期）純利益金額    

中間損益計算書上の中間（当期）純利益金額

（百万円）
2,475 1,099 4,293

普通株式に係る中間（当期）純利益（百万円） 2,475 1,099 4,293

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,687 9,597 9,642

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益    

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益

の算定に用いられた普通株式増加数の主要な内

訳（千株）

   

新株予約権 5 ― 2

普通株式増加数（千株） 5 ― 2

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり中間（当期）純利益の算定に含まれなかっ

た潜在株式の概要

新株予約権２種類(新株予約

権による潜在株式の数55千株

) 

新株予約権２種類(新株予約

権による潜在株式の数 49千

株) 

新株予約権２種類(新株予約

権による潜在株式の数 52千

株) 
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（重要な後発事象）

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

────── (自己株式の取得)

　当社は、平成20年10月17日開催の取締

役会において、会社法第165条第３項の

規定により読み替えて適用される同法

156条の規定に基づき、自己株式を取得

することを決議し、自己株式の取得を

以下のとおり実施いたしました。その

概要は次のとおりであります。

(1）自己株式の取得を行う理由

    経営環境の変化に対応した機動的

  な資本政策の遂行を可能とするため

(2）取得の内容

　①取得する株式の種類

　　普通株式

　②取得する株式の総数

　　500,000株を上限とする。

　③取得価額の総額

　　1,000百万円を上限とする。

　④株式の取得期間

　　平成20年10月20日から平成20年11

  月20日

　⑤取得方法

　　東京証券取引所における市場買付

────── 

　  （重要な子会社の解散)

　当社の子会社である株式会社ジー・

ワンファイナンシャルサービスは、平

成20年10月17日開催の取締役会におい

て、同社の子会社であるジーケア共済

会を解散することを決議いたしまし

た。

(1）解散の理由

   ジーケア共済会は、特定保険業者

　として共済保障事業等の展開を目的　

　に設立されましたが、平成20年10月

　31日をもって全保障契約の責任期間

　が満了することに伴い、関東財務局

　に対し廃業申請を行い、解散するこ

　とにいたしました。　　　　　　　
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前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

　 (2）当該子会社の概要

　①事業内容　特定保険業者として

　　　　　　　の共済事業等　　　

　②名称　　　ジーケア共済会

　③当社の持分

　　比率　　　100％

　④子会社の　中間純利益240百万円

　　状況　　　純資産額　133百万円

　　　　　　　総資産額　371百万円

　　　　　（平成20年８月31日現在）

　⑤当該子会社　当該子会社解散によ

　　解散による　る損失発生見込額は

　　損失見込額　現時点では不確定で

　　および営業　あります。また、当

　　活動等への　該子会社解散が今後

　　影響　　　　の営業活動等に及ぼ

　　　　　　　　す影響は軽微であり

　　　　　　　　ます。

(3）解散の日程

　平成20年11月28日　解散予定

　

　

（２）【その他】

平成20年10月17日開催の取締役会において、当中間配当に関し、次のとおり決議致しました。

中間配当による配当金の総額 393百万円

１株当たりの金額 41円00銭

支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成20年11月13日

　（注）　平成20年８月31日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載された株主に対して支払いを行います。
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第６【提出会社の参考情報】

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

　（１） 臨時報告書　　　 企業内容等の開示に関する内閣府令　　　　　平成20年４月９日

　　　　　　　　第19条第２項第９号（代表取締役の異動）　　関東財務局長に提出。

　　　　　　　　の規定に基づくもの

　（２）

 

有価証券報告書

及びその添付書類

事業年度

（第14期）

自　平成19年３月１日

至　平成20年２月29日
　

平成20年５月28日

関東財務局長に提出。
　

　（３） 訂正報告書　　　 平成19年５月28日に提出した有価証券報告　　平成20年11月25日　

　　　　　　　　書の訂正報告書　　　　　　　　　          関東財務局長に提出。

　（４） 訂正報告書　　　 平成20年５月28日に提出した有価証券報告　　平成20年11月25日　

　　　　　　　　書の訂正報告書　　　　　　　　　          関東財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

株式会社 ガリバーインターナショナル 　 　

　 取　締　役　会　　御中 　

　 　 平成19年11月20日

　 優　成　監　査　法　人 　

　
代 表 社 員

業務執行社員
　 公認会計士 須永　真樹　　㊞

　 業務執行社員 　 公認会計士 本間　洋一　　㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ガリバーインターナショナルの平成１９年３月１日から平成２０年２月２９日までの連結会計年度の中間連結会

計期間（平成１９年３月１日から平成１９年８月３１日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、

中間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。

この中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を

表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結財

務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加

の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に

準拠して、株式会社ガリバーインターナショナル及び連結子会社の平成１９年８月３１日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間（平成１９年３月１日から平成１９年８月３１日まで）の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

株式会社 ガリバーインターナショナル 　 　

　 取　締　役　会　　御中 　

　 　 平成20年11月25日

　 優　成　監　査　法　人 　

　
指 定 社 員

業務執行社員
　 公認会計士 須永　真樹　　㊞

　
指 定 社 員

業務執行社員
　 公認会計士 本間　洋一　　㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ガリバーインターナショナルの平成２０年３月１日から平成２１年２月２８日までの連結会計年度の中間連結会

計期間（平成２０年３月１日から平成２０年８月３１日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、

中間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。

この中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を

表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結財

務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加

の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に

準拠して、株式会社ガリバーインターナショナル及び連結子会社の平成２０年８月３１日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間（平成２０年３月１日から平成２０年８月３１日まで）の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　追記情報

   １．中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項４（４）④に記載されているとおり、会社は、役員退職慰　

　　　 労金について、従来、支出時に費用計上する方法を採用していたが、当中間連結会計期間より役員退職慰労金規 

       程に基づく中間連結会計期間末要支給額を役員退職慰労引当金として計上する方法に変更している。

   ２．中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項４（４）⑤に記載されているとおり、会社は、保証付車両

　　　 の修繕に伴う費用について、従来、保証修繕発生時に費用計上する方法を採用していたが、当中間会計期間より　

       将来の保証修繕見込額を商品保証引当金として計上する方法に変更している。

   ３．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成２０年１０月１７日開催の取締役会において、自己株式

　　　 を取得することを決議し、自己株式を取得している。

   ４．重要な後発事象に記載されているとおり、会社の連結子会社である株式会社ジー・ワンファイナンシャルサービ

       スは、平成２０年１０月１７日開催の取締役会において、連結子会社であるジーケア共済会の解散を決議した。 

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

株式会社 ガリバーインターナショナル 　 　

　 取　締　役　会　　御中 　

　 　 平成19年11月20日

　 優　成　監　査　法　人 　

　
代 表 社 員

業務執行社員
　 公認会計士 須永　真樹　　㊞

　 業務執行社員 　 公認会計士 本間　洋一　　㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ガリバーインターナショナルの平成１９年３月１日から平成２０年２月２９日までの第１４期事業年度の中間会

計期間（平成１９年３月１日から平成１９年８月３１日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益

計算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法

人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社ガリバーインターナショナルの平成１９年８月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間

（平成１９年３月１日から平成１９年８月３１日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

株式会社 ガリバーインターナショナル 　 　

　 取　締　役　会　　御中 　

　 　 平成20年11月25日

　 優　成　監　査　法　人 　

　
指 定 社 員

業務執行社員
　 公認会計士 須永　真樹　　㊞

　

 指 定 社 員

業務執行社員

　

　 公認会計士 本間　洋一　　㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ガリバーインターナショナルの平成２０年３月１日から平成２１年２月２８日までの第１５期事業年度の中間会

計期間（平成２０年３月１日から平成２０年８月３１日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益

計算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法

人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社ガリバーインターナショナルの平成２０年８月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間

（平成２０年３月１日から平成２０年８月３１日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　追記情報

   １．中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項４（４）に記載されているとおり、会社は、役員退職慰労金に　　　

　　　　　　

　　　 について、従来、支出時に費用計上する方法を採用していたが、当中間会計期間より役員退職慰労金規程に基づ　　

　　　 く中間会計期間末要支給額を役員退職慰労引当金として計上する方法に変更している。

   ２．中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項４（５）に記載されているとおり、会社は、保証付車両の修繕

　　　 に伴う費用について、従来、保証修繕発生時に費用計上する方法を採用していたが、当中間会計期間より将来の　　

       保証修繕見込額を商品保証引当金として計上する方法に変更している。

   ３．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成２０年１０月１７日開催の取締役会において、自己株式　　

　　　 を取得することを決議し、自己株式を取得している。

   ４．重要な後発事象に記載されているとおり、会社の連結子会社である株式会社ジー・ワンファイナンシャルサービ

　　　 スは、平成２０年１０月１７日開催の取締役会において、連結子会社であるジーケア共済会の解散を決議た。　　

  

   会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　※　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。
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